
委 員 会 会 議 録

会 議 名 平成２６年度 第５回 エコセフ小委員会

開催日時 平成２６年５月２１日（水）１４：００～１５：１５

開催場所 滋賀県トラック総合会館

出 席 者 担当副会長(予定者）１名 委員１１名 事務局２名

協 議 内 容

開会にあたり、中西次期副会長予定者（安全環境担当）より先日のエコ・セーフティ

ドライブコンテスト実施における運営お礼を含めた挨拶が行われた。

続いて新井小委員長より挨拶があり、そのまま新井小委員長が議事進行役となり議題

審議に入った。

議 題

（１）全国ドラコン推薦選手について

先日のエコ・セーフティドライブコンテストの結果に基づき、協議の結果、それぞれ

の部門１位を全国トラックドライバーコンテストの出場者として推薦することとなっ

た。ただし、全国大会への推薦選手は、同一事業者から１名という決まりがあることか

ら、各部門において１位の選手を重複して有する事業者へ、どの部門へ選手を派遣する

か、事務局より確認することとなった。

該当する事業所への確認した結果（決定した推薦選手）を後日、各委員へ報告するこ

ととなった。

（２）マイスター・ゴールドマイスター確定について

先日のエコ・セーフティドライブコンテストの結果に基づき、４ｔ部門でマイスター

１９名、ゴールドマイスター０名、１１ｔ部門でマイスター１８名、ゴールドマイスタ

ー１名が決定したことが確認された。

尚、ゴールドマイスター認定をすでに所持している選手が、エコ・セーフティドライ

ブコンテストに参加し、マイスター認定やまたは認定を取れなかった場合でも既存の認

定は消失しないことが確認され、ランク下の認定についても、その旨を通知したうえで

行うことなった。

マイスターは各競技種目の６０％以上、ゴールドマイスターは同じく８０％以上の得

点取得が求めらている。

この決定を受けて、参加者全員へその結果を今月中に送付することとなった。

また、各社より自社所属参加者の点数照会があれば伝えることとするが、他社参加者

の情報については部外秘として伝えないことが確認された。

（３）反省点

①開会式は可能な限り、短時間で実施し、競技スケジュールに影響を与えないことと

する。

②閉会式後の写真撮影をスムーズに実施できるよう工夫する。

③昼食会場が役員数に比べて小さく、外で昼食を取ってもらった役員もいる。雨天時

は混雑することが考えられることから、余裕をもった昼食会場の設定が必要。

④点検競技にあたる責任者は、その補助も含めて、２名の増員が必要。

⑤エコ競技役員は選手待機バスの停車位置が改善されたことにより、役員の数を６名

から３名減の３名で対応可能。

⑥エコ競技の選手待機バスから、トイレまでが遠く、トイレも１箇所しかない。待機

バスの位置を変更し、スタート地点へ近くすれば改善されるが、エコ競技本体への

悪影響（トラックの助走距離が短くなる）が想定されることから難しい。抜本的な

検討が必要。



⑦昼食の「ご飯」を多くする。

⑧セーフティ競技開始前選手に対する待機イスを設置する。

⑨エコ競技役員用の机・イスが用意されていなかった。

⑩ディーラ４社のテントを同じテントとし、呉越同舟状態とするのではなく、協会よ

。 、り持参した簡単テント４張り分をそれぞれのディーラーへ提供する このことから

クレフィールが用意するテントを点検競技役員用テントとする。

⑫認定証として、個人へ渡せるようなワッペンやバッジを作成してはどうか。

⑬顔写真が入っていない初期（当初大会）の認定証を、顔写真入りの現行のマイスタ

ー認定証に変えてもらうことは可能か。可能であれば変更してほしい。

⑭クレフィールインストラクターの選手に対する競技説明方法の統一化を要請。

⑮点検競技における作為箇所をもっとわかりやすく明確にする。

⑯本大会の実施を土曜日にしてはどうか。土曜日の方が選手にとっても事業者にとっ

ても参加しやすいのではないか。

⑰点検競技における解答用紙へゼッケンＮｏと選手名、所属事業者の名称を事前に印

刷しておく。

（４）その他

高齢者事故多発警報が発令されている。特に危険な認知証による徘徊者を見かけたと

きは１１０番へ通報してもらうよう、各事業者乗務員への周知が要請された。

以上にて協議事項がすべて終了し、本小委員会は終了した。

尚、次回委員会は設定されなかった。


